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AD-872A（75）
W750・D750・H700

AD-872A（90C）
φ900 ・Ｈ700

AD-872B（80C）
φ800・H700

AD-872B（180）　W1800・D900・H700AD-872B（150）　W1500・D750・H700

CENTRO: Table（H=700）｜テーブル　A-Type

CENTRO: Table（H=700）｜テーブル　B-Type

AD-872A（4本脚） 天板：ガラス10t（クリアガラス、フロストガラス） フレーム：スチールパイプ（シルバー）
脚：メープル材、ポリウレタン塗装+抗菌トップコート
AD-872B（3本脚、6本脚） 天板：ガラス10t（クリアガラス、フロストガラス） フレーム：スチールパイプ（シルバー）
脚： メープル材、ポリウレタン塗装+抗菌トップコート

AD-872A
  75 : W750×D750（4本脚）

90C: φ900（4本脚）

（スチールパーツ） ・シルバー
（メープル）・全13色

品  番 脚  部天板サイズ フロストガラスクリアガラス

¥183,000（税込￥201,300）

¥238,000（税込￥261,800）

¥226,000（税込￥248,600）

¥300,000（税込￥330,000）

（スチールパーツ） ・シルバー
（メープル）・全13色AD-872B

80C : φ800（3本脚）

150 : W1500×D750（6本脚）

180 : W1800×D900（6本脚）

品  番 脚  部天板サイズ フロストガラスクリアガラス

¥189,000（税込￥207,900）

¥277,000（税込￥304,700）

¥327,000（税込￥359,700）

¥260,000（税込￥286,000）

¥355,000（税込￥390,500）

¥440,000（税込￥484,000）

CENTRO［セントロ］
Table

シャープでクリーンなガラストップと、三角形のソリッドメープルの脚部を繋ぐ
シルバーのスチールフレームは、まるでガラス天板が浮遊したようなデザイン。
異素材をバランス良く組み合わせたエーディコアを代表するテーブルです。
チェルボシリーズとの相性は抜群です。

AD-062A-120C AD-062B-180

CENTRO II［セントロ デゥエ］
Table

1987年に誕生したセントロテーブルの進化バージョン。
特徴はガラストップ天板のサイズアップバリエーションと、
天板とメープル材脚部を繋ぐスチールフレームのカーブを描くデザインです。

AD-062A（120C）　φ1200 ・Ｈ700
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AD-062A（90）　W900・D900・H700

AD-062B（90C）　φ900・H700 AD-062B（180）　W1800・D900・H700

CENTRO II: Table（H=700）｜テーブル　A-Type

CENTRO II: Table（H=700）｜テーブル　B-Type

AD-062A（4本脚） 天板：ガラス10t（クリアガラス・飛散防止フィルム貼り、クリアガラス・フロスト飛散防止フィルム貼り） フレーム：スチールパイプ（シルバー） 脚：メープル材、ポリウレタン塗装+抗菌トップコート
AD-062B（3本脚、6本脚） 天板：ガラス10t（クリアガラス・飛散防止フィルム貼り、クリアガラス・フロスト飛散防止フィルム貼り） フレーム：スチールパイプ（シルバー） 脚： メープル材、ポリウレタン塗装+抗菌トップコート

AD-062A
    90: W900×D900（4本脚）

120C: φ1200（4本脚）

（スチールパーツ） ・シルバー
（メープル）・全13色

品  番 脚  部天板サイズ

AD-062B
90C : φ900（3本脚）

180 : W1800×D900（6本脚）

（スチールパーツ） ・シルバー
（メープル）・全13色

品  番 脚  部天板サイズ フロスト飛散防止フィルムクリア飛散防止フィルム

フロスト飛散防止フィルムクリア飛散防止フィルム

¥280,000（税込￥308,000）

¥412,000（税込￥453,200）

¥285,000（税込￥313,500）

¥418,000（税込￥459,800）

¥267,000（税込￥293,700）

¥468,000（税込￥514,800）

¥270,000（税込￥297,000）

¥471,000（税込￥518,100）

72 AD CORE ●素材及びカラーバリエーションは「マテリアル」一覧を、張地については別冊の「マテリアル&ファブリック バリエーション」をご参照下さい。




